
HBG版 ティーチングポートフォリオ（R5 改定版） 

1.基本情報 

名前 金子 忍 

学部 

学科 

 

保育学科 

職名 准教授 

在籍年数 ４年 

教育年数 ４２年 

専門領域 幼児教育 

2.教育の活動 

最近 3 年間の担当科目 

科目名／開講期／受講者数／備考 

2022 年度 

幼児と造形表現Ⅰ・Ⅱ／１年前期 31 名 後期 29 名／必修科目 

保育原理／1 年前期 62 名／選択科目 

保育内容総論／１年後期 60 名／必修科目 

保育実習指導Ⅰ／１年後期 59 名 2 年前期 74 名／選択科目 

保育実習指導Ⅱ／２年後期 63 名／選択科目 

2023 年度 

幼児と造形表現Ⅰ・Ⅱ／１年前期 22 名 後期 21 名／必修科目 

保育原理／1 年前期 44 名／選択科目 

保育内容総論／１年後期 44 名／必修科目 

保育実習指導Ⅰ／１年後期 41 名 2 年前期 55 名／選択科目 

保育実習指導Ⅱ／２年後期 51 名／選択科目 

2024年度 

保育原理／1 年前期 46 名／選択科目 

保育実習指導Ⅰ／2 年前期 38 名 1 年後期 45 名／選択科目 

保育実習指導Ⅱ／2 年後期 35 名／選択科目 

保育内容総論／1 年後期 52 名／必修科目 

幼児と表現（造形）／１年後期 23 名／必修科目 

3.教育の理念・目的、方法 

なぜ行っているのか（自ら

の信念、価値観、目指すも

の等）、教員としての目

標、学生に求めること（期

待）等 

共通する方法や方針、独自

の工夫等 

保育者として子どもと向き合うには、まず信頼関係を築くことが大切で

ある。そのためには、子どものまなざしの向こうにあるものに気付き、つ

ぶやきに耳を傾けるなど、乳幼児理解を深めることが基本である。授業を

通して、具体的な乳幼児の姿や園・所の実態を伝え、遊びや生活の中で、

一人一人の思いや考えを受け止め、寄り添う保育者の育成を目指してい

る。また、授業を通しての学びを実習で生かし、その振り返りを授業で生

かすというフィードバックを重ねる授業づくりに努める。教育・保育実習

を通して、自分のよさに気付くとともに課題を明確にして学び続ける保育

者となることを支援したい。 

4.教育改善と成果  就職・キャリア支援委員として、委員会からの情報を学科に伝え、ポス



学内外での教育活動、委員

会活動、FD 活動で行って

きた改善及びその成果 

ター掲示等で学生への周知に努める。また、就職に関する情報提供を行う

とともに、学生の夢の実現に向けて個別に面談をするなどサポートを行っ

ている。 

5.教育実践(資料等) 

シラバス、テキスト、配付

物、小テスト、web の活

用（C-Learning を含む）、

アクティブラーニング実

践報告等 

大学近隣の保育施設を調べることを通して、保育の現状や法令に関心を

もてるようにしたり、パワーポイントの活用により実際の写真等を提示し

理解を深めたりしている。また、グループで話し合ったり、まとめて発表

したりする機会をもち、多様な考えがあることに気付き、自身の保育観の

形成につなげている。さらに、文部科学省、こども家庭庁の最新情報を資

料で配付し、保育行政の動向や法令や要領・指針の理解が深まるようにし

ている。 

6. 授業改善の取組み 

前年度授業評価アンケー

ト結果から担当授業にお

ける自己点検評価及び授

業改善計画等 

実習終了後に、学修への意欲が低下する傾向があるので、90 分の授業

の組み立てを工夫し、学生主体の授業づくりを行っていく。また、学生自

身の思いや考えを素直に表現できるようワークシートの工夫やその内容

の共有に努めていきたい。 

7.今後の目標 

目標に対する今後の自分

の課題、解決方法、計画等 

 学生の状況を分析、理解し、より分かりやすい授業づくりに努める。ま

た、なりたい保育者像を具体的にイメージできるよう、これまでの経験を

生かした授業となるように努めたい。 

 



HBG版 ティーチングポートフォリオ（R5 改定版） 

1.基本情報 

名前 清見嘉文 

学部 

学科 

短期大学 

保育学科 

職名 教授 

在籍年数 １２年 

教育年数 ４７年 

専門領域 美術教育学 表現領域（造形）  

2.教育の活動 

最近 3 年間の担当科目 

科目名／開講期／受講者数／備考 

幼児と表現（造形）/１年次後期/22 名/必修 

表現領域指導法（造形）Ⅰ・Ⅱ/２年次前・後期/60 名/必修 

総合的な学習の時間の指導法/２年次後期/教職希望者/必修 

3.教育の理念・目的、方法 

なぜ行っているのか（自ら

の信念、価値観、目指すも

の等）、教員としての目

標、学生に求めること（期

待）等 

共通する方法や方針、独自

の工夫等 

子どもが好きという思いに支えられ、将来の保育者を目指して入学してく

る学生には、将来出会う子ども一人ひとりの人格を尊重し、愛情をもって

成長・発達を支えることのできる保育者として育ってほしい。そのために、

美術教育を通して長年学び続けてきた「どの子どもも、よさや可能性をも

つかけがえのない存在」という考え方を一層推し進め、学生一人ひとりが

自らのよさに気付き、造形表現活動の喜びを子どもたちに伝えることので

きる人材として成長していくよう、授業等を通してかかわっていきたいと

考える。 

4.教育改善と成果 

学内外での教育活動、委員

会活動、FD 活動で行って

きた改善及びその成果 

学科教員の一員として、課題をもつ学生にかかわる対応方針の決定は、常

に自らの生き方を問い直させられている。学生一人ひとりの個性を重ん

じ、よさを認め生かそうとする風土は、徐々に広がってきたように思う。 

学外では、造形表現指導にかかる研究会や子どもの絵画コンクールの審査

等での研究交流等を通して、新たな子どもの表現の実態に関する学びを深

めている。 

5.教育実践(資料等) 

シラバス、テキスト、配付

物、小テスト、web の活

用（C-Learning を含む）、

アクティブラーニング実

践報告等 

令和 3 年度、アクティブラーニング実践報告書において、模擬保育の授業

実践を報告した。 

2 年前期授業で行う模擬授業の活動において、学生の主体的な学びとなる

よう、指導案作成、授業準備、指導者・子ども・参観者の 3 社の立場から

の振り返り、学び定着のための小テストを実施し、保育者としての確かな

実践力を身に付けるよう工夫している。 

6. 授業改善の取組み 

前年度授業評価アンケー

ト結果から担当授業にお

ける自己点検評価及び授

業改善計画等 

近年、他者との深いかかわりや表現を嫌う学生が増加傾向にある。本来、

人が生まれながらに持つ表現欲求が造形の面では薄れていることから、授

業改善の必要性を感じている。学生自身が求める知識や技能になるよう、

語り掛けを工夫するとともに、一層の受容と理解を主に、学生一人ひとり

の内面とつながる評価活動に努めていきたい。 



7.今後の目標 

目標に対する今後の自分

の課題、解決方法、計画等 

学生自身が、造形表現を通して「自分にもできる」「上手い・下手ではな

く、自分らしく」「やってみると楽しい」を感じることのできる授業づく

りが、継続的な目標である。 

本年度からの教育課程見直しにより減じた授業時間数において、より効果

的な学びが行われるよう、教材の見直しを進めていきたい。 

 



HBG版 ティーチングポートフォリオ（R5 改定版） 

1.基本情報 

名前 柞磨昭孝 

学部 

学科 

 

保育学科 

職名 教授 

在籍年数 ４年 

教育年数 39 年（高等学校教諭等を含む） 

専門領域 環境（理科） 

2.教育の活動 

最近 3 年間の担当科目 

科目名／開講期／受講者数／備考 

１年次後期／幼児と環境／46人／選択 

２年次前期／環境領域指導法 40人／資格必修 

２年次前期／環境／42人 

3.教育の理念・目的、方法 

なぜ行っているのか（自ら

の信念、価値観、目指すも

の等）、教員としての目

標、学生に求めること（期

待）等 

共通する方法や方針、独自

の工夫等 

将来保育者として教育に携わる学生に対して、自然を含め環境への関わり

方を中心に、幼児の主体性や知的好奇心を育てるために必要となる資質・

能力を育成する。そのため、講義では、実習園等でのフィールドワークや

自然造形あそび、思考力や創造性を培う製作活動など、学生の体験を重視

した参加型・対話型の学修活動を展開する。講義の柱の 1 つとして、学ん

だことが保育の現場でどのように活用できるかに力点を置き、実践的な保

育指導力を高める。 

4.教育改善と成果 

学内外での教育活動、委員

会活動、FD 活動で行って

きた改善及びその成果 

学内の FD 研修会に加え、学外での研究会等に参加したり、自主研究会を

運営するなど幅広い指導力向上を図っている。学科長として、各種委員会

に参加し、教育改善に結び付くよう情報共有等を積極的に行っている。 

成果例：学生の授業評価満足度調査、授業評価アンケート、 

5.教育実践(資料等) 

シラバス、テキスト、配付

物、小テスト、web の活

用（C-Learning を含む）、

アクティブラーニング実

践報告等 

シラバス：環境領域指導法のねらい、内容、方法、評価法等を記載 

テキスト：実例から学びを深める 領域 環境指導法（わかば社） 

体験する・調べる・考える 領域「環境」(萌文書林) 

オリジナルの講義資料を作成し、学生に配布している。ピアラーニングや

グループアクティビティを重視し、c-learning の協働板を活用して、フィ

ードバックを含め、内容・評価の共有を図っている。 

6. 授業改善の取組み 

前年度授業評価アンケー

ト結果から担当授業にお

ける自己点検評価及び授

業改善計画等 

１年次生の担当科目「幼児と環境」における満足度は、GA クラスで 4.75、

GB クラスで 4.71 であり、前年度より向上した。各アクティビティの目

的をより明確にしたこと、実践にどう結びつけるかを具体的に説明したこ

となどが学生にとって有益であったと感じている。今後はより一層実践者

としての学生の立場に立った授業を行っていく。 



7.今後の目標 

目標に対する今後の自分

の課題、解決方法、計画等 

領域「環境」で扱う内容は多岐にわたるが、それぞれの学修項目について

必然性を感じさせながら、学生が自分事として学べる授業を創り出す。学

生の発表機会を増やすなどして、プレゼンテーション能力も高めたい。 

 



HBG版 ティーチングポートフォリオ（R5 改定版） 

1.基本情報 

名前 辻 勇介 

学部 

学科 

短期大学 

保育学科 

職名 講師 

在籍年数 ４年 

教育年数 ４年 

専門領域 音楽教育学 

2.教育の活動 

最近 3 年間の担当科目 

科目名／開講期／受講者数／備考 

2022 年度 

幼児と音楽表現/1 年次前期/60 名/必修 

音楽表現領域指導法Ⅰ/2 年次前期/75 名/必修 

音楽表現領域指導法Ⅱ/2 年次後期/75 名/選択 

器楽Ⅰ・Ⅱ/1 年次前後期/5 名/必修 

2023 年度 

幼児と音楽表現/1 年次前期/44 名/必修 

音楽表現領域指導法Ⅰ/2 年次前期/60 名/必修 

音楽表現領域指導法Ⅱ/2 年次後期/60 名/選択 

器楽Ⅰ・Ⅱ/1 年次前後期/3 名/必修 

器楽Ⅲ/2 年次前期/5 名/必修 器楽Ⅳ/2 年次後期/5 名/選択 

2024 年度 

幼児と表現（音楽）/1 年次前期/45 名/必修 

音楽表現領域指導法Ⅰ/2 年次前期/40 名/必修 

音楽表現領域指導法Ⅱ/2 年次後期/40 名/選択 

器楽Ⅰ・Ⅱ/1 年次前後期/4 名/必修 

器楽Ⅲ/2 年次前期/1 名/必修 器楽Ⅳ/2 年次後期/1 名/選択 

3.教育の理念・目的、方法 

なぜ行っているのか（自ら

の信念、価値観、目指すも

の等）、教員としての目

標、学生に求めること（期

待）等 

共通する方法や方針、独自

の工夫等 

学生が卒業後に保育者になるうえで、子どもがどのように音楽で遊び、学

んでいくかについて、学生自身が音楽活動を体験することをとおして、考

えることができるようにしている。またそのなかで、音や音楽を用いた活

動を展開できるための技術を身につけ、音楽活動を実施する意義を自分な

りに整理できるようになるために授業を実施している。 

理論面の提供だけではなく、学生自身の音楽活動体験から、音楽活動の改

善点を自ら考えたり伝えたりする機会をつくるなどして、学生の主体的な

学びを重視している。 

4.教育改善と成果 

学内外での教育活動、委員

会活動、FD 活動で行って

学生による授業評価、教職員による授業参観、授業内での学生のようすや

提出物などをもとに、授業改善を図っている。 

学生の考えや理解度を提出物等で確かめるほか、学生からの質問や教職員



きた改善及びその成果 からの助言を受けて、学生がよりよい音楽活動を模索できる素地ができる

よう努めている。当初から実践している実際に種々の音楽を体験する方法

は効果的であり、継続していく。 

5.教育実践(資料等) 

シラバス、テキスト、配付

物、小テスト、web の活

用（C-Learning を含む）、

アクティブラーニング実

践報告等 

教科書：幼児の音楽教育法 改訂 5 版 ふくろう出版 

シラバス 

各回の配布資料 

アクティブラーニングの観点から、学生が音楽活動を提案し、その案の実

践を行い、音楽活動の工夫や改善を考えられるようにした。 

6. 授業改善の取組み 

前年度授業評価アンケー

ト結果から担当授業にお

ける自己点検評価及び授

業改善計画等 

満足度調査では 4 点以上を継続している。音楽活動への興味や、積極的に

活動する学生の姿がみられた。引き続き学生の感想や意見を参考にしなが

ら、授業の水準を高める工夫をしていく。 

学生自身が実践を活用できる方法を模索する機会を十分に確保しうる授

業が重要であると考える。 

7.今後の目標 

目標に対する今後の自分

の課題、解決方法、計画等 

学生がそれぞれの表現を大切にできるようになるために、上記のことをも

とに授業改善を図る。 

音楽経験の有無などによって進度に差が生じやすいため、それぞれの学生

が幼児期での音楽教育の理解を深められるように、授業実践の内容を継続

的に検討していく。授業と現場がより関連したものとなるようにして、音

楽活動が子どもにとって意義あるものであることを学生が納得して理解

し、学生が現場で音楽活動を積極的に実施できるようにする。 

 



HBG版 ティーチングポートフォリオ（R5 改定版） 

1.基本情報 

名前 富田 雅子 

学部 

学科 

短期大学 

保育学科 

職名 教授 

在籍年数 2 年（3 年目） 

教育年数 15 年（6 年目） 

専門領域 幼児教育学 

2.教育の活動 

最近 3 年間の担当科目 

科目名／開講期／受講者数／備考 

教育実習 / 1年次前期 / 82名 / 2年次後期/92名 選択科目 

教職/保育者論（保育学科）1年次前期 / 41名 選択科目  

教職概論（コミュニティー生活学科）1年次前期 / 3名 選択科目 

教職概論（食物栄養学科）1年次前期 / 7名 選択科目 

3.教育の理念・目的、方法 

なぜ行っているのか（自ら

の信念、価値観、目指すも

の等）、教員としての目

標、学生に求めること（期

待）等 

共通する方法や方針、独自

の工夫等 

保育学科の学生は、人間の発達や教育に興味関心があり、幼稚園教諭教２

種諭免許と保育士免許の資格取得に意欲をもって入学している。教師・保

育者とはどんな職業なのかを理解し、教師・保育者としての専門性を培い

資格取得のために大変重要な科目であると位置づけている。 

授業形態は、講義と演習を取り入れ、授業の進行や内容は実際の保育の場

面に即して理論に加え実践的な方法として模擬保育などを積極的に取り

入れている。毎回の授業の最後に学生同士で振り返りを行い、学びを共有

している。また、それらを参考に次の授業展開への参考としている。 

4.教育改善と成果 

学内外での教育活動、委員

会活動、FD 活動で行って

きた改善及びその成果 

広島県教育委員会の子育てサポート事業の子育てコラムをホームページ

に掲載。世羅町子育て支援課の子育てアドバイザーを行っている。 

社会連携委員として地域の活動への参加を学生に促し、学生の地域貢献へ

の理解と実践を行うことができた。 

5.教育実践(資料等) 

シラバス、テキスト、配付

物、小テスト、web の活

用（C-Learning を含む）、

アクティブラーニング実

践報告等 

教職概論の授業にて理想の保育者像をイメージし、保育の理解を深める手

立てとして、ビンゴゲームを活用した「保育でビンゴ！」というアクティ

ブラーニングを行った。2 年間で幼稚園教諭免許を取得する学生にとって

楽しくまた、保育への関心を深めることのできる授業実践であった。授業

内容や学生の学びを FD 報告書に実践例として掲載した。 

毎回の授業では、教科書に加えて資料を配布し、DVD を活用して実際の

子どもの姿について学ぶ機会を持っている。 

6. 授業改善の取組み 

前年度授業評価アンケー

ト結果から担当授業にお

ける自己点検評価及び授

業改善計画等 

授業の満足度は、概ね全学平均に近いところを示しており授業としては良

い評価を得ていると感じている。しかし、クラスのなかに居眠りをしたり

私語をする学生がいなかったわけではない。注意をするがなかなか授業に

集中できない学生もいた。発達的な問題もありうるところだが、興味関心

を持続させる工夫が今後必要であると考える。 



7.今後の目標 

目標に対する今後の自分

の課題、解決方法、計画等 

保育者としての振る舞いや配慮、保育者としての職業意識や社会的責任に

ついて認識し、専門職としての力量を獲得して社会に送り出せるよう、一

人ひとりの成長を認め、表現しながら学生の育成に努めたい。 

 



HBG版 ティーチングポートフォリオ（R5 改定版） 

1.基本情報 

名前 西川 勝利 

学部 

学科 

短期大学 

保育学科 

職名 准教授 

在籍年数 5 年 

教育年数 16 年 

専門領域 社会福祉 

2.教育の活動 

最近 3 年間の担当科目 

2022 年度 

社会福祉/１年次前期/46 名/選択科目 

子ども家庭福祉/１年次前期/46 名/選択科目 

幼児と人間関係/２年次前期/48 名/選択科目 

人間関係領域指導法/２年次後期/48 名/必修科目 

2023 年度 

社会福祉/１年次前期/42 名/選択科目 

子ども家庭福祉/１年次前期/42 名/選択科目 

幼児と人間関係/２年次前期/45 名/選択科目 

人間関係領域指導法/２年次後期/45 名/必修科目 

2024 年度 

社会福祉/１年次前期/45 名/選択科目 

子ども家庭福祉/１年次前期/45 名/選択科目 

幼児と人間関係/２年次前期/40 名/選択科目 

人間関係領域指導法/２年次後期/40 名/必修科目 

3.教育の理念・目的、方法 

なぜ行っているのか（自ら

の信念、価値観、目指すも

の等）、教員としての目

標、学生に求めること（期

待）等 

共通する方法や方針、独自

の工夫等 

保育学科の学生は目的意識が明確な者が多く、将来保育所・幼稚園・児童

施設において専門職を希望している。それらの施設における専門職として

子どもの最善の利益を考えた保育・援助を提供するための基礎的な知識、

技術、倫理を身につける科目と位置づけている。 

講義形式ではあるができるだけアクティブラーニングを導入し、学生が主

体的に学べるように工夫している。 

4.教育改善と成果 

学内外での教育活動、委員

会活動、FD 活動で行って

きた改善及びその成果 

授業評価や授業参観を参考にして授業内容・方法を改善している。県民コ

ミュニティーカレッジ社会人講座や高大連携講座の講師を務めている。 

5.教育実践(資料等) 

シラバス、テキスト、配付

毎回の授業では資料やビデオ、パワーポイントを活用して展開している。

また C-Learning のアンケートや協働版を利用して意見交換を行ってい



物、小テスト、web の活

用（C-Learning を含む）、

アクティブラーニング実

践報告等 

る。 

6. 授業改善の取組み 

前年度授業評価アンケー

ト結果から担当授業にお

ける自己点検評価及び授

業改善計画等 

保育職を希望する者が多いため福祉に関心がある学生が少ないが、内容を

保育に関連する事柄に絡めて子ども福祉に興味・関心を持ってもらう。授

業における理論と実際の現場とのギャップを埋める。 

7.今後の目標 

目標に対する今後の自分

の課題、解決方法、計画等 

保育士や幼稚園教諭を希望する学生であっても社会福祉や子ども福祉に

興味・関心を持ってもらう授業を展開する。 

 



HBG版 ティーチングポートフォリオ（R5 改定版） 

1.基本情報 

名前 花本美代 

学部 

学科 

 

保育学科 

職名 助教 

在籍年数 ２年（学芸学部子ども学科非常勤講師 13 年） 

教育年数 １３年 

専門領域 心理学 

2.教育の活動 

最近 3 年間の担当科目 

科目名／開講期／受講者数／備考 

2024年度 

保育の心理学／保育学科１年前期／46名／選択科目 

子ども家庭支援論／保育学科 2 年前期／40 名／選択科目 

子ども家庭支援論／子ども学科 2 年前期／31 名／選択科目 

教育心理学／保育学科 1年前期／47名／必修科目 

子ども家庭支援の心理学／保育学科２年後期／40名／選択科目 

教育心理学／食物栄養学科 1年後期／3名／選択科目 

教育心理学／コミュニティ生活学科 1年前期／2名／選択科目 

3.教育の理念・目的、方法 

なぜ行っているのか（自ら

の信念、価値観、目指すも

の等）、教員としての目

標、学生に求めること（期

待）等 

共通する方法や方針、独自

の工夫等 

 心理学で学ぶ知識である、発達過程、発達課題、こどもの特性理解は保

育の現場で子どもと関わる者には、必要不可欠な知識である。保育者が実

施する手遊びや制作活動、集団遊び、絵本の提示のいずれにおいても、子

どもの発達を十分に熟知していなければ、適切な選択及び提供はできな

い。人的環境である保育者として、心理学で学んだ知識を基盤に、実践力

となるべく、より具体的な保育環境や支援に結びつくような講義の展開を

行う。 

4.教育改善と成果 

学内外での教育活動、委員

会活動、FD 活動で行って

きた改善及びその成果 

学外では、医療機関の小児科心理療法士としての臨床の実務経験を重ね

る。また、廿日市市教育委員会の教育支援委員会専門家委員、広島県保育

士等キャリアアップ研修会講師を担う。臨床、教育現場での課題の把握を

行うことで、より現場の実態に即した内容を講義に活かした。 

5.教育実践(資料等) 

シラバス、テキスト、配付

物、小テスト、web の活

用（C-Learning を含む）、

アクティブラーニング実

践報告等 

毎回 PowerPoint にて授業を実施し、その資料を配布。臨床や教育現場に

おける子どもの実態を動画等の視覚的提示を行うことで、より実態として

理解できるよう工夫を行っている。また、自己理解を深めるためのワーク

シートの記入を実施し、グループワークに繋げることで、他者理解や多様

な価値観の理解を促す取り組みも行っている。 

6. 授業改善の取組み 

前年度授業評価アンケー

保育の心理学 満足度 4.64・子ども家庭支援 満足度 4.46（保育学科 1

年）・4.53（子ども学科）、教育心理学 満足度 4.71（保育学科 1年）・5.0



ト結果から担当授業にお

ける自己点検評価及び授

業改善計画等 

（食物栄養学科・コミュニティー生活学科）、子ども家庭支援の心理学 満

足度 4.70 と担当した全科目平均を上回り、講義の内容やグループワーク

の形式に関しては学びを深めることができたといった感想が多く寄せら

れた。結果に甘んじりることなく、更に学生の学ぶ意欲や学びの楽しさが

生涯学習へと繋がるよう、取り組んでいきたい。 

7.今後の目標 

目標に対する今後の自分

の課題、解決方法、計画等 

入学年度の学生については、現場での経験が無い為、特に乳幼児の発達や

それに必要な環境や支援が具体的には把握できていない。今後は子育て支

援センターの活用や動画の提示等により、実際の様子を体験または体感す

ることで習得した知識が実践力になるよう取り組んでいきたい。 

 

 



HBG版 ティーチングポートフォリオ（R5 改定版） 

1.基本情報 

名前 矢野下 美智子 

学部 

学科 

短期大学 

保育学科 

職名 特任教授 

在籍年数 １３年（14 年目） 

教育年数 ４４年（45 年目） 

専門領域 体育学 

2.教育の活動 

最近 3 年間の担当科目 

科目名／開講期／受講者数／備考 

幼児と健康Ⅰ/１年後期/40名/必修科目 

幼児と健康Ⅱ/２年前期/40名/必修科目 

健康御領域指導法/２年前期/40名/必修科目 

身体表現領域指導法/２年後期/40名/幼免必修科目 

3.教育の理念・目的、方法 

なぜ行っているのか（自ら

の信念、価値観、目指すも

の等）、教員としての目

標、学生に求めること（期

待）等 

共通する方法や方針、独自

の工夫等 

教育の理念・目的 

 2 年間で保育者にふさわしい人材となるよう育てる。（対人援助職に就

くものとしての自覚を持たせ、大学での学びにより、人として成長する努

力をすることを求めていく。また、乳幼児の保育・教育に対応できる知識・

技能を身に付けさせる。） 

方法や方針、工夫 

 保育者になるために必要な内容を担当している各科目で厳選し、一人ひ

とりの心に届く言葉を選びながら、的確に伝えていく。 

4.教育改善と成果 

学内外での教育活動、委員

会活動、FD 活動で行って

きた改善及びその成果 

学生による授業評価や、授業参観などを通して学んだ他の教員の授業の在

り方を参考にし、授業改善を図っている。また、すべての科目で毎時間課

している振り返りレポートを読むことで、授業内容の浸透度や理解度を確

認し、授業を進めるスピードや言葉選びなどを検証し授業改善に生かして

いる。その成果としてまずまずの授業評価点を得ている。 

5.教育実践(資料等) 

シラバス、テキスト、配付

物、小テスト、web の活

用（C-Learning を含む）、

アクティブラーニング実

践報告等 

（健康領域指導法） 

授業内容の理解が容易になるパワーポイントの資料を工夫し、各時間の授

業目的を明確にしながら授業内容の理解を促す指導を行っている。毎時

間、書き込み用のワークシートを用意し、授業内容の整理を促すとともに、

それをノートに貼り付ける形でポートフォリオを作成させている。また隔

週で小テストを行い、学習内容の定着を図っている。 

（幼児と健康Ⅰ・Ⅱ、身体表現領域指導法 

必要に応じて資料を作成し、利用して授業を行っている。例えば、指導案

の作成・模擬保育の実施により力を付けるための指導案例、子どもの体操・

子ども盆踊りなどの振り付け読み解きのための振り付けプリント、ダンス

作品創作のための振り付け書き込み用紙等、必要に応じて資料を配布し、



効果的に使用することにより、活動の成果を上げている。 

また身体表現領域指導法では、ほぼ毎時間グループで課題に取り組み、デ

ィスカッションなどにより協働を促す活動を行う。学生の創作した作品を

発表し合う際に動画撮影をし、発表後に視聴させて自分たちの活動を客観

的に評価させている。客観的に自分たちの作品を見ることで教員のアドバ

イスに対する理解が進み、技能の向上に役立っている。 

6. 授業改善の取組み 

前年度授業評価アンケー

ト結果から担当授業にお

ける自己点検評価及び授

業改善計画等 

各授業の満足度は次のとおりである。 

幼児と健康Ⅰ：4.79、4.31 

幼児と健康Ⅱ：4.15 

身体表現領域指導法：4.48 

健康領域指導法：4.11 

満足度は 4.15～4.79 の間にあり、授業において私の伝えたいことを一定

程度理解してくれているのではないかと感じている。ただし、4 点台の前

半の評価は十分とは言えない。さらに研究を進め、より学生の力を伸ばす

ことのできる授業の工夫を行う。 

7.今後の目標 

目標に対する今後の自分

の課題、解決方法、計画等 

学生がそれぞれの授業で学ぶべきことを理解し、保育に必要な知識・技能

を修得して自信をもって子どもたちの前に立てるよう、授業内容をさらに

工夫していきたい。また学生自身が学びの目標を持ち、主体的に授業に取

り組めるように指導したい。そのためには今学ぶべきことの提示を明確に

行う必要がある。学生の学びの状況に謙虚に向き合い、目の前の学生に合

った授業の展開を工夫し、質を高める努力を怠らないようにしたい。 

 


